
※昭和62年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人は、主査級・技師級に重複して受験申込みをすることができます。

　重複して受験申込みをする場合は、主査級・技師級のどちらも○で囲んでください。

３．職　歴
受験資格に係る職歴について、古い職歴から順に、勤務先（会社等）・所属・役職ごとに欄を分けて記入してください。

（１）受験資格

《職務経験者（10月実施）の受験資格》

（２）在職時期及び期間　：

（３）勤務先（会社名）　：

（４）所属・役職名　：所属する部署名・役職名を記入してください。（例：総務部　総務課　係長）
（５）職務内容　　　：担当業務について、具体的に記入してください。

（６）経験・実績等　：上記の担当業務で行った経験・実績等について、具体的に記入してください。
（７）その他　　　　：用紙に書ききれない場合は、用紙をコピーして記入してください。

左のように、受験を希望する職階を
○で囲んでください。

○主査級
昭和40年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人で、民間企業や官公庁等において、常勤の会社員、自営業
者又は公務員等として通算60ヶ月以上（令和８年８月末現在）職務経験があること

○技師級
昭和62年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた人で、民間企業や官公庁等において、常勤の会社員、自営業
者又は公務員等として通算36ヶ月以上（令和８年８月末現在）職務経験があること

試験職種

技術

事務

○主査級
昭和40年４月２日から昭和62年４月１日までに生まれた人で、民間企業や官公庁等において、常勤の会社員、自営業
者又は公務員等として通算60ヶ月以上（令和８年８月末現在）職務経験があること

○主事級
昭和62年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた人で、民間企業や官公庁等において、常勤の会社員、自営業
者又は公務員等として通算36ヶ月以上（令和８年８月末現在）職務経験があること

設備
（電気）

在職期間及び職務内容について、以下の受験資格を満たす職歴に○を記入してください。（複数ある場合は複数〇を記入してく
ださい。）

試験職種

職　　　階 主査級　・　主事級

行政

　・Ａ㈱からＢ㈱に出向した場合：「Ｂ㈱（Ａ㈱より出向）」と記入してください。
　・Ａ㈱から派遣されてＢ㈱で勤務していたが、派遣先がＣ㈱に変わった場合：「Ｃ㈱（Ａ㈱より派遣）」と記入してください。
　・Ａ㈱に勤務していたが、合併でＢ㈱に勤務先名称が変わった場合：「Ｂ㈱（旧Ａ㈱）」と記入してください。

右欄に記入する所属・役職における在職時期及び期間を記入してください。在職期間は、30日を１月として計算し、30日に満た
ない場合は、切り捨てます。なお、受験資格として主査級は60ヶ月以上、主事・技師級は36ヶ月以上（令和８年８月末現在）の
職務経験が必要です。

勤務先が合併等で名称が変わった場合、派遣会社は変わらないが派遣された勤務先が変わった場合、出向になった場合等につい
ては、「同一の勤務先（会社等）で継続した職務経験のある」ものとみなします。記入例は次のとおりです。

エントリーシートの記入にあたって

○本登録時にＰＤＦ形式でアップロードしてください。
○パソコン等でのデータ入力又は手書き（黒か青のボールペン）で記入してください。

令和８年度　大阪広域水道企業団職員採用試験【職務経験者　10月実施】

また、在職中の場合は期間を「令和８年●月●日まで（在職中）」と記入してください。

２．学　歴
（１）最終学歴　 　   ：該当する区分を○で囲んでください。

（３）卒・卒見等の区分：平成２年３月卒業の場合は、「平成」を○で囲み、２年３月と記入し、「卒業」を○で囲んでください。

１．試験職種及び職階

　例：在職時期が令和６年９月17日から令和７年８月31日の場合、在職日数は349日。よって340（日）÷30＝11か月と19日
　　19日は切り捨てるため、在職期間は「11ヶ月」と記入してください。

（２）学部名・専攻等  ：学部名、専攻等を記入してください。高等学校等で学部や専攻等がない場合は、記入の必要はありません。

職　　　階

試験職種

主査級　・　技師級

土木
設備
（機械）


